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二十四節気は「立春」から始まります。立春の次は「雨水（うすい）」。雪が雨に変わり草木が芽吹き始める

時季で、だんだんと春を迎える様子を表した暦です。今年でいえば２月４日～１９日あたり。ほんの２週間

ほどでも季節は淡々とめぐっていきます。小さなことに右往左往しているのは人間だけかもしれませんね。 

今月の教えてキーワード：【スマートスピーカー】 

人の音声を認識する「ＡＩアシスタント」が搭載されたスピーカーのこと。スピーカーに向かって話しかける

と、インターネット経由でＡＩアシスタントがその内容を解析して応答する。指での操作が必要なスマホやパ

ソコンと異なり音声で操作できる。現在できることは天気予報の確認、音楽の再生やタイマーのセット、調べ

ものなど。対応する照明やテレビではオン・オフの操作も可能で今後、活用の幅が広がることが期待される。 

オーストリア生まれの経営学者である

ピーター・ドラッカーの言葉。古いも

のを捨て去り、絶えず新しいものを取

り入れなければこの先、衰退するばか

りだろう。 

【知恵と機転の実務家「石田三成」】 

 

豊臣秀吉を支え、関ケ原の戦いでは徳川家康に真正面から対峙した

石田三成は１５６０年、現在の滋賀県長浜市で生まれました。父親

に似て勉強家であり、３歳から寺で学問修 

行を始めます。今も知られる「三献の茶」 

のエピソードをきっかけに秀吉に力量を見 

いだされ、側仕えとして召し抱えられたの 

が 14歳頃といわれています。その後の三 

成は、有能なる事務官としての才能を発揮 

し、秀吉の側近として活躍。秀吉政権下、経済基盤を固めるための

太閤検地と治安を維持するための刀狩りは、三成の具申によって行

われたともいわれています。そんな三成の大きな転機となったの

が、秀吉の死でした。主君・秀吉のため、私欲を捨てて滅私奉公し

ていた三成は、秀吉の遺志を無視して独断専行を始めた徳川家康に

反発、関ケ原の戦いへと突入したのでした。関ケ原の戦いに敗れた

のち、三成の居城・佐和山城に入った東軍の兵たちは、その城内の

あまりの質素さに驚いたといいます。金銭欲がなかった三成です

が、人材集めには貪欲でした。禄高（ろくだか）がわずか４万石だ

ったときに名参謀となる島左近を２万石で招くなど、優秀な家臣を

召し抱えるためには厚待遇を惜しみませんでした。強い組織を作る

ため、私腹を肥やすことはせず人材に投資する。生きたお金の使い

方を心得ていたリーダーは 40歳でその生涯を終えました。 
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います。彩り豊かなトロピカルフルーツやベリー類を肉や魚介と合わせると爽やかさや

酸味がアクセントとなって味わい深くなり、豊富なビタミンＣやクエン酸で美容効果も

期待できます。温かい鍋は体を冷やす心配もありません。インスタ映えするカラフルな

ビジュアルは圧倒的に女性に大人気で、いつもの鍋が斬新で究極の料理と化しています。 

身も心も温まる鍋料理は寒い冬の定番ですが、いつもの鍋とは

一線を画す、見た目も華やかな「フルーツ鍋」が注目を浴びて 

今月の商売のヒント：【こぶしが咲けば春が来る】 
 

早春の頃、ほかの木に先駆けて白い花をこずえいっぱいに咲かせるこぶし。直径 10cm程の大きな花は、新葉

より早く開花します。「こぶし咲く、あの丘、北国の、ああ北国の春」。千昌夫さんの『北国の春』の歌詞で  

もおなじみの花です。東北地方では、こぶしの花が咲き出すともうすぐ春がやっ 

て来ます。寒い冬を乗り越えてきた北国の人々は、こぶしの花が咲く日を今か今 

かと待ち望んでいます。 

昔はこぶしの花の開花時期から農作業のタイミングを判断したり、花の向きから 

豊作かどうかを占ったりしたそうです。そのためこぶしは「田打ち桜」「田植え桜」 

「種まき桜」などとも呼ばれています。 

昔の人は季節の変化（自然現象）から農作業の時期を判断していました。植物が

それぞれの特性に適した季節に開花することを体験的に知っていたのでしょう。子孫を残すために不可欠な

植物の知恵が、人間の生活の知恵にもなっていたのです。 

多くの植物がそれぞれ決まった時期に花を咲かせるのは、昼と夜の長さから季節 

を認識して反応する「光周性」という現象によるものだそうです。植物の光周性 

はきわめて繊細で、明るい時間と暗い時間の差が 30分程度あれば敏感に反応す 

るのだとか。夜間でも温室内に照明をつけて日長を調節すると植物は季節を勘違 

いします。季節外れの花や野菜が店頭に並ぶのは植物の光周性を利用した人間の 

知恵であり、見方を変えれば人間の欲でもあります。 

その昔、自然と人間は今よりも良い関係でした。私たちの祖先は自然を尊重し、敬意を払い、恵みに感謝し

ながら自然の知恵をお借りしていたのでしょう。春が近づけば自然とこぶしの花が咲くように、何事にもそ

れに相応しい時期があるものです。真夏にこぶしを咲かせようとすればしっぺ返しをくらうかもしれません。

欲も行き過ぎれば商機を逸してしまいます。何事にも焦ることなく、知恵で商機を見出したいものですね。 

【文房具図鑑】 
--------------------------- 
小学校６年生の著者が夏休み
の自由研究で作った手書きの
文房具図鑑です。ペンは先端の
空気穴まで丁寧に描かれ「と
め・はね・はらいも完ペキにで
きる」などとコメントが書いて
あります。文房具への愛があふ
れ自然と笑顔になる一冊です。 
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